
車載用銅ヒートシンクの低コスト化を
実現する新たな生産体制の整備

　車載用ヒートシンクはパワー

半導体や半導体センサーには欠

かせないキーテクノロジーであ

る。「パワー半導体の世界市場に

関する調査結果2015」（矢野経

済研究所発表）によると2014

年実績で159.3億米ドルだった

パワー半導体の出荷額は、9年後

の2025年には339.1億米ドル

へ約2.1倍に拡大すると予測さ

れている。

　半導体センサーは、低燃費の

エコカーや安全システム向けの

用途で市場は拡大し、パワー半導

体は、ハイブリッド車（ＨＶ）や電

気自動車（ＥＶ）の増加もあり、

モーターやＥＣＵ（電子制御ユ

ニット）の搭載数で増加傾向にあ

る。

　国内ではトヨタのＨＶが増加の

一途であり、２０１５年累計では８

００万台を超えている。２０１５年

には燃料電池車（ＦＣＶ）「ミライ」

が生産され市場に投入された。Ｆ

ＣＶもＨＶ・ＥＶと同じように、ヒー

トシンクの役割が重要となる。

表1. 補助事業終了後５年間の生産売上見込と事業化スケジュール

事業の背景・目的

事業の内容と成果

今後の展望

　本事業においては、バリ除去の

ため、平成２７年１０月１３日に「ロ

ボット洗浄機ＮＳＷ－３００」を導

入した。同洗浄機について、洗浄

液交換サイクル、洗浄圧力、洗浄

ノズル高さ、ＲＢ送りピッチの各

条件について検討評価を実施し、

ＷＪ洗浄最適条件の技術を確立

することができた。

　また、ロボット型ＷＪ洗浄機を

導入したことで、従来手作業で

行っていた作業が自動化された
　ヒートシンクでは冷却性能確

保のため、冷却水の循環経路と

なる冷却フィン間に異物のない

ことが必須である。銅材は切削性

に劣り、刃物寿命も短く、銅ヒー

トシンク試作の冷却フィン切削工

程ではバリが発生する。

　ヒートシンクのフィン間は間隔

が非常に狭いため、バリ除去が難

しく手作業で除去せざるを得ず、

高コストを余儀なくされている。

　冷却性能確保のため、かつバ

リ除去コスト低減を実現させる

ためには、ロボット洗浄機による

安定したバリ除去が必要である。

神和アルミ工業株式会社

　銅ヒートシンクの切削加工で発生するバリ除去のため、ロボット（ＲＢ）型ウォータージェット（ＷＪ）
洗浄機を導入し、ＷＪ洗浄最適条件の技術確立ができた。また、従来手作業で行っていた作業が
自動化され、バリ取り作業工数削減による低コスト化も実現した。

　本事業である銅ヒートシンク

は、既に試作段階から量産段階

への移行が進められており、ロ

ボット型ＷＪの成果を量産ライン

へ反映させていく。

　本事業終了後５年間の生産見

込みと売上見込みを、表１のとお

りに予測している。

　機械装置の生産転用について

は、既存取引先のＡ社に評価品を

提供し、認定を得て平成２８年７

月より、銅ヒートシンクの量産を

行っている。今後は取引先のＡ社

の需要量に応えて生産量を伸ば

していきたい。

ため、煩わしい作業が解消され、

バリ取り作業工数が７６％削減で

き、低コスト化が実現できた。
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グラフ１．パワー半導体の世界市場規模
　　　  推移と予測（単位：億米ドル）

写真１．車載用銅ヒートシンク

写真２．バリ除去（ワーク及びWJノズル）

グラフ２．バリ検査＆バリ取り作業工数実績推移

経過年数

市場調査

受注活動

量産ライン構築

生産見込(個/年)

2017.4～2018.3 2018.4～2019.3 2019.4～2020.3 2020.4～2021.3 2021.4～2022.3

１年目 2年目 3年目 4年目 5年目

14,600 38,400 103,200 103,200 103,200

（注）「経過年数」とは本事業による補助事業終了後の経過年数を示します。

出典：富士電機技報 2012年

出典：矢野経済研究所推計
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